
「気象予報学入門」 

コース名（成績表に表示用） 気象予報学入門講座 

英語コース名  

担当者氏名  前田 勉，永野 直人 

電子メールアドレス（代表） maeda@kcg.ac.jp 

受講対象生 KCG，KCGI 

講義形態 講義 

単位種別 一般教育 2 単位 

開講校舎 京都駅前校 

開講教室 EW21 教室 
開講日 第２クール：３/３～３/７ 

開講時限 ２～４限 

定員 40 名 

コース概要 ２１世紀の新しい事業分野，「気象ビジネス」の中心的役割を果たすのが「気象予報士」

です。「気象予報士」とは，１９９３年の気象業務法の改正（天気予報の自由化）にともな

って誕生した，比較的新しい国家資格です。 

この講座では，気象の基礎知識と天気図の書き方，そして気象予報士に求められる知

識を，気象予報士資格取得を目指す２人の講師により解説していきます。 

学習のゴール 気象予報士に求められる気象の基礎知識を理解する。 

天気図の書き方を理解して，天気図を完成させる。 

前提知識 特にありません。 

使用テキスト 「天気図の書き方手引」（株）クライム 

「ラジオ用天気図用紙第 1 号（初級用改訂版）」（株）クライム 

使用ソフト MS-WORD 

成績評価方法 出席およびレポートの提出により評価します。 

スケジュール１日目 気象予報士とは，天気図の書き方① 

スケジュール２日目 気象の基礎知識①（天気が変化する理由），天気図の書き方② 

スケジュール３日目 気象の基礎知識②（天気の観測），天気図の書き方③ 

スケジュール４日目 気象の基礎知識③（天気予報技術），天気図の書き方④ 

スケジュール５日目 天気図の書き方⑤，レポート作成 

その他，要望など自由記述 （履修希望者に対して） 

毎日，天気図の書き方の練習をしますので，筆記用具（黒のボールペン，シャープ

ペンシル or 鉛筆）は必ず持参してください。 

また，授業は，欠席・遅刻をすると内容が分からなくなり，課題作成に遅れが出ます。 

欠席・遅刻は，しないでください。 

 


